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学
童
保
育
は
就
労
支
援
の
決
め
手

府
川 

勝 

議
員

所 属 議 員

学
童
保
育
は
就
労
支
援 

の
決
め
手
と
考
え
、 

積
極
的
な
施
策
を 

期

待

す

る

問　
学
童
保
育
は
、
教
育
・
保

育
の
壁
を
取
り
除
い
て
行
政
が

一
貫
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
運
営

に
関
与
す
べ
き
で
あ
る
。
現
状

は
施
設
、
子
供
の
待
遇
、
指
導

者
の
格
差
な
ど
の
不
平
等
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
行
政
は
市
内

の
38
施
設
に
つ
い
て
待
機
児
童

を
正
確
に
把
握
し
、
希
望
者
が

全
て
入
所
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。
考
え
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
全
て
の

学
童
ク
ラ
ブ
か
ら
毎
月
、
児
童

の
入
退
所
の
状
況
と
と
も
に
報

告
を
受
け
て
お
り
、
11
月
１
日

現
在
、
花
水
小
学
校
区
で
11 

人
、
な
で
し
こ
小
学
校
区
で
10

人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
2
地

区
で
は
、
既
存
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
分
割
に
よ
り
、
待
機
児
童
の

解
消
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

問　
子
供
た
ち
の
滞
在
中
は
学

習
の
手
助
け
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
指
導
員

に
も
で
き
る
限
り
教
職
員
経
験

者
を
配
置
し
、
子
供
た
ち
が
学

習
塾
に
行
か
な
い
日
、
あ
る
い

は
経
済
的
事
情
で
学
習
塾
に
行

け
な
い
子
供
が
学
童
保
育
に
お

い
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。
考
え
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
放
課
後

児
童
支
援
員
は
、
教
員
、
保
育

問　
羊
水
検
査
と
は
、
胎
児
の

ダ
ウ
ン
症
候
群
の
有
無
を
調
べ

る
検
査
で
あ
り
、
近
年
、
検
査

数
が
増
え
、
結
果
を
聞
い
て
人

工
妊
娠
中
絶
手
術
を
受
け
る
人

も
増
加
し
て
い
る
。
市
民
病
院

で
検
査
を
実
施
す
る
た
め
の
条

例
改
正
と
し
て
い
る
が
、
既
に

検
査
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
こ

と
を
市
長
は
知
っ
て
い
た
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
当
院
で

は
、
平
成
18
年
か
ら
26
件
の
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
市
長
に

は
議
案
上
程
に
際
し
、
羊
水
検

査
の
説
明
を
行
い
、
過
去
の
検

査
の
実
施
経
緯
を
報
告
し
た
。

妊
婦
と「
先
輩
家
族
」 

つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
を

問　
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
理

無
所
属

端 文昭 議員

無 所 属 議 員

士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
資
格

を
有
し
、
県
が
行
う
研
修
を
修

了
し
た
者
と
本
市
条
例
で
定
め

て
お
り
、
厚
生
労
働
省
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
で

も
、
育
成
支
援
と
し
て
、
子
供

が
宿
題
、
自
習
な
ど
の
学
習
活
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平
成
29
年
度
予
算
編
成 

方
針
と
実
施
計
画
か
ら

問　
来
年
度
の
予
算
編
成
方
針

に
よ
り
、
市
民
の
暮
ら
し
が
ど

の
よ
う
に
良
く
な
る
の
か
。

市
長　
子
ど
も
・
子
育
て
施
策

で
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
る
相
談
体

制
の
充
実
、
子
供
の
発
達
支
援

や
生
活
困
窮
世
帯
の
子
供
の
学

習
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
。

問　
扶
助
費
に
つ
い
て
、
制
度

適
用
の
厳
格
化
を
図
る
と
あ
る

が
、
今
年
度
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
前
例
踏
襲
的
に
漫
然
と
事

務
を
行
わ
な
い
よ
う
公
正
な
運

用
に
努
め
る
。

問　
漫
然
と
い
う
表
現
は
問
題

で
は
な
い
か
。
扶
助
費
と
は
ど

の
よ
う
な
性
格
の
も
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
人
間
と
し
て

の
営
み
を
継
続
す
る
た
め
の
保

障
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
。

問　
ど
こ
を
漫
然
と
捉
え
、
具

体
的
に
何
を
す
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
制
度
が
変
わ

れ
ば
、
新
し
い
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

問　
平
塚
市
行
財
政
改
革
計
画

２
０
１
６
は
、
市
民
生
活
に
ど

の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
。

市
長　
民
間
活
力
の
活
用
や
施

設
の
総
合
的
管
理
な
ど
に
取
り

組
み
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
。

問　
債
権
徴
収
の
推
進
事
業
で

は
、
前
年
度
の
収
納
率
に
プ
ラ

ス
し
た
目
標
値
が
あ
る
。
こ
れ

で
は
、
市
民
生
活
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
な
く
、
目
標
値
を

追
う
厳
し
い
徴
収
に
な
る
。
目

標
値
を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長　
税
な
ど
は
公
平
性

を
重
ん
じ
る
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
家
庭
の
状
況
な
ど
い
ろ

い
ろ
と
あ
る
の
で
相
談
に
は
丁

寧
な
対
応
を
心
掛
け
て
い
く
。

平
塚
市
さ
わ
や
か
で
清 

潔
な
ま
ち
づ
く
り
条
例

問　
条
例
施
行
か
ら
10
年
間
の

取
り
組
み
と
成
果
を
伺
う
。

環
境
部
長　
公
共
の
場
に
お
け

る
迷
惑
行
為
の
禁
止
な
ど
を
規

定
し
、
行
政
指
導
や
罰
則
に
よ

り
抑
止
的
効
果
が
高
ま
っ
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
方
が
い
る
の
で
、

今
後
も
周
知
し
て
い
く
。

問　
大
規
模
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
へ
の
見
解
を
伺
う
。

環
境
部
長　
年
に
４
回
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

粘
り
強
く
意
識
啓
発
し
た
い
。

高
齢
者
に
よ
る
交
通 

事
故
を
減
ら
す
た
め
に

問　
高
齢
者
に
よ
る
悲
惨
な
交

自
治
体
の
役
割
で
あ
る
住
民
福
祉

の
増
進
を
基
本
に
施
策
の
実
施
を

渡
辺 

敏
光 

議
員

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
が
、

本
市
に
お
け
る
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
数
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長　
27
年
は

２
８
８
枚
、
28
年
は
11
月
末
現

在
で
３
６
７
枚
で
あ
る
。

問　
市
内
は
車
が
な
い
と
不
便

と
い
う
声
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
認
識
を
し
て
い
る
の
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長　
公
共
交

通
が
不
便
な
地
区
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
公
共
交
通

を
利
用
し
や
す
い
環
境
の
構
築

に
向
け
、
地
域
の
方
や
バ
ス
事

業
者
と
相
談
し
て
い
く
。

問　
子
供
を
事
故
か
ら
守
る
た

め
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長　
さ
ま
ざ

ま
な
交
通
安
全
の
取
り
組
み
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

良
好
な
人
事
行
政
で
、
全
体
の

奉
仕
者
・
住
民
の
福
祉
の
向
上
を

松
本 

敏
子 

議
員

職
員
の
「
働
き
方
・ 

働
か
せ
方
改
革
」

問　
職
員
数
削
減
の
根
拠
と
時

間
外
勤
務
手
当
約
６
億
円
の
見

解
を
伺
う
。

総
務
部
長　
平
成
17
年
か
ら
集

中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る
外
部
委

託
や
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行

い
、
23
年
４
月
ま
で
に
87
人
減

少
し
た
。
そ
の
後
、
権
限
移
譲

な
ど
、
業
務
量
の
増
加
に
よ
り

職
員
を
増
や
し
た
が
、
増
強
し

き
れ
て
い
な
い
こ
と
が
時
間
外

勤
務
の
要
因
の
一
つ
に
あ
る
。

問　
時
間
外
勤
務
の
う
ち
、
毎

年
６
０
０
件
以
上
が
三
六
協
定

の
限
度
時
間
を
超
え
、
月
60
時

間
以
上
が
２
０
０
件
、
月
80
時

間
以
上
が
１
２
０
件
、
年
１
千

時
間
を
超
え
る
職
員
が
い
る
実

態
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長　
人
と
仕
事
量
な
ど
を
勘

案
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
見
据
え
、
効
率
的
な

配
置
と
仕
事
の
在
り
方
な
ど
を

考
え
て
い
く
。

問　
特
定
事
業
主
行
動
計
画
な

ど
に
、
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

や
時
間
外
勤
務
の
削
減
な
ど
労

働
環
境
の
改
善
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
計

画
の
財
政
見
通
し
で
は
、
人
件

費
が
31
年
度
に
は
、
約
７
億
円

減
額
す
る
と
推
計
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に

リ
ン
ク
す
る
の
か
。

総
務
部
長　
行
財
政
改
革
計
画

と
リ
ン
ク
す
る
と
は
考
え
て
い

な
い
。

問　
職
員
が
元
気
で
な
け
れ
ば

住
民
福
祉
の
向
上
や
良
好
な
行

政
運
営
と
い
っ
た
全
体
の
奉
仕

者
で
あ
る
公
務
員
の
任
務
が
果

た
せ
な
い
。
労
働
環
境
の
改
善

に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長　
適
正
な
配
置
に
努

め
て
い
き
た
い
。

羊
水
検
査
導
入
　
十
分
な
体
制
を

「
胎
児
選
別
」
に
危
惧
の
声
も

江
口 

友
子 

議
員

動
を
自
主
的
に
行
え
る
環
境
を

整
え
、
必
要
な
援
助
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
条
例
や
指
針
に
基
づ
く
育
成

支
援
が
各
学
童
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、
今
後
も
周

知
し
て
い
く
。

問　
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
」
で
は
、
専
用
区
画
面

積
は
児
童
１
人
当
た
り
約
１
・

65
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
て

い
る
。
市
内
で
は
小
・
中
学
校

に
余
裕
教
室
が
あ
る
。
こ
れ
を

積
極
的
に
活
用
し
、
現
状
の
市

内
38
施
設
の
格
差
を
解
消
す
べ

き
で
あ
る
。
考
え
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
今
後
は

児
童
や
保
護
者
の
安
心
・
安
全

な
保
育
環
境
の
確
保
の
た
め
、

公
設
施
設
へ
の
移
設
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

由
に
し
て
医
療
現
場
だ
け
に
検

査
を
任
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

検
査
前
の
情
報
提
供
が
重
要
で

あ
り
、
羊
水
検
査
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
に
は
、
検
査
の
概
要

や
限
界
に
つ
い
て
説
明
す
る
だ

け
で
な
く
、
障
が
い
の
あ
る
子

供
を
持
つ
先
輩
家
族
か
ら
の
生

の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
妊
婦
や

カ
ッ
プ
ル
が
、
将
来
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
判
断
が
で
き
る
よ
う

に
、
病
院
が
仲
介
し
て
双
方
を

つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
を
作
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
受
診
者

が
自
己
決
定
す
る
た
め
に
必
要

な
情
報
提
供
は
、
医
療
の
立
場

か
ら
十
分
な
体
制
を
構
築
し
て

行
っ
て
い
く
。

　市民の皆さんの意見や要
望を議会に伝え、市政に反
映させる方法として請願と
陳情があります。
　請願には賛同する議員の
紹介が必要ですが、陳情に
は必要ありません。

請願・陳情を市議会へ




